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【本書の目的】

　本書は、産学連携に関わるコ・一一ディネータの方のために、産

学連携を成功させるためのポイントを分かりやすく解説した
ものです。

　産学連携については、大学と企業との間で、研究に対する目

的や取組姿勢が異なるため、様々な課題が発生し、研究目標や

成果目標を達成できない場合があります。

　本書では、その課題を解決し、産学連携を成功させるための

要因の解説や成功事例のほか、ステージ別プロジェクト成功の

チェックリストを掲載しておりますのでご活用下さい。
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1。コーディネートへの出発点

頼られる存在であるために～コーディネートカ＝課題解決の提案

　企業がコーディネータに求めるもの一それは「課題の解決」
です。企業の目的は「課題の解決」であって、「課題の発見」
はあくまでその前段にすぎません。もちろん、課題の発見は重
要なことですが、それだけならコーディネータの役割の半分も
達成できていません。

コーディネートを成功させ、課題を解決に結びつけるためには、
次の3つが出発点といえるでしょう。

（1）高いコミュニケーション能力

（2）強い情熱

（3）高いビジネスセンス

　企業（相談者）の本音を引き出し、時には本人すら気づいて
いない問題の本質を見極めるには、高いコミュニケーシsン能
力が必要です。また、企業（相談者）と同じ目線で話すことが
できなければなりません。対等の相手として話ができなければ、
決して本音は引き出せないからです。

　相談者は、経営をしていくうえで重要な課題、死活問題だか
らこそ相談に来ています。そのような人と同じ目線で話をし、
解決まで持って行くには、相当の覚悟＝強い情熱が必要なの
は言うまでもありません。

　また、企業の課題は、最終的にビジネスにつながるものです
から、解決策の提案には高いビジネスセンスが欠かせません。

　もちろん、全てをひとりで解決できるものではありませんが、
解決に向けた提案が出来る人材へ繋ぐこともまた、コーディネ
ータの役割といえるでしょう。そのためには、コーディネータ
自身が人的ネットワークを構築する必要もあります。

　これらは産学連携においても例外ではありません。「産」に
とっての目的は、研究者との連携そのものではなく、連携を通
じた課題の解決であることは、もはや説明の必要もないでしょ
う。
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互．主要な成功要因の解説

　産学連携を成功させるための主な要因として、次のような

ものがあります。

『］入念な事前調整の実施

　大学と企業とでは、産学連携について目的やニーズが異なり、
fずれ」が生じることが多いので、研究目標、成果目標、期限、

大学側、企業側の役割分担などについて、事前に十分すり合わ
せておく必要があります。

　　　【解説】

禽　　　　大学と企業とでは、産学連携について、方向性や研究目的
　　　に「ずれ」が生じることが多いので、研究開始前に、研究H
　　　標、アウトプットイメージなど、企業
が求めているものについて十分に話
し合い、共通認識を作っておくことが
重要です。特に企業の巨1的が事業化で
ある場合は、大学側がアカデミックな

方向だけに進まないよう注意しなけ
ればなりません。
　また、適正にコーディネートできる
よう、企業が求める技術ニーズを日頃
から把握できているか、大学内の研究者の技術シーズ状況の
把握と、そのためのネットワーク作りができているか、がコ
ーディネータの腕の見せどころということになります。

／＿、〈成功例〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・、

⑳★鴬㌶罐蹴諸轍；嬬量當c嶽｝
　　　　進め方、報告の頻度・方法・内容等の協議を行った結果、開発目標のぶ　i
　　　　れや、遅れもなく、足並みをそろえて研究開発をすることができました。　　　i

　　　★B大学では、契約内容を研究者にしっかりと認識させるため、i契約書に研　i

　　　　究者自身がサインするようにしました。　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　＜企業の声＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　O研究前に必ず企業の現場を見てもらうようにしています。現場二本当に　i
　　　　必要されている：一ズをイメージしてもらえるからです。　　　　　　　　　i

　　　O研究者にニーズをしっかり説明して、理解してもらうこと、興味をもってもら　i

　　　　うことが一番重要です。そうしないと使える研究成果が出ません。　　　　；

、　　○事前に工程表を作っておけば、後々の進捗管理にも役立ちます。　　　ノ
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llPtlllpm緊密なコミュニケーションの形成

　定期会合、研究室訪問等、対面での打ち合わせのほか、電話、

メール等による情報交換、連絡調整による緊密なコミュニケー

ションにより、お互いの研究活動を理解し、ずれの調整、進捗
管理を行うことが重要です。

　　　【解説】

禽　　　　　産学連携では、綿密な事前調整を行った
　　　　としても、研究開発中に方向性がずれたり、

　　　計画が遅れたりすることがつきものです。
　　　　多忙であっても、2カ月に1回以上の定
期会合、報告会のほか、打ち合わせ、メールや電話での連絡
調整を行い、緊密なコミュニケーションを図ることで、適宜
軌道修正していくことが必要です。

　研究者も、積極的に打ち合わせ等に参加し、企業の声にし
っかりと耳を傾けることが必要です。

”　　〈成功例〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・、

甑巖1㌶㌶鷲歴上㌧難ξ巖鑑蹴
　　　　や工程の大幅な遅れもなく研究目的を達成することできました。　　　　　　1
　　　☆B社では、電話、メールによ娘女子紅ミュニケーシ，ンを確保し、特に共同i

　　　　研究の成果に関する研究者（先生）の論文発表については、必ず事前に相　i
　　　　談をもらうようにして、トラブルなく研究を進めることができました。　　　　　i

　　　☆rどうなっていますか？」という聞き方はしづらいので泊社が担当してし・る部i

　　　　分の問題点や検討事項の報告も兼ねてこまめに行くようにしました。　　　　i

　　　〈企業の声＞　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　O研究者が熱心な場合は良いですが、進捗管理は基本的に自社でやる気持　i
　　　　ちがなければずるずると行ってしまいます。頼んだからできあがる、と思って　i

　　　　いてはいけません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　O何か思ったらすぐに連絡を取ること。連絡を躊躇するぐらいなら、最初からや　i

　　　　めておいたほうがいいです．連絡が取りづらければ、持の産髄携部門i

　　　　に間に入ってもらうのもいいでしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　O事靴の観点からの意見は、企業から言わないと研賭はわかりません。i

　　　Oすべて研究者の頭の中の構想で動き、意見を聞いてくれませんでした。ディ’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　スカッションする場を持つことができず、結局うまくいきませんでした。　　　．’
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⌒研究者の熱意、リーダーシップ

　大学の研究者が産学連携活動に十分な時間を確保し、企業の
意見も積極的に聞きながら熱意を持って取り組むことが必要
です。また、研究内容について明確なビジョンや方針を持ち、
研究のリーダーシップを発揮することが重要です。

　　　【解説】

　　　　一般的に、企業には明確な事業構想やビジネスプランが、禽　　　大学には専門家として研究活動に対するリーダーシップが
　　　求められています。例えば、大学
の研究で中心となる研究者（先生）

が、研究室の取り組み体制を整え
る、研究に関する明確なビジョン
を示す等、研究に対してリーダー
シップを発揮し、熱意を持って組
むことが必要です。
　また、「研究者が研究費を獲得す

るために多くの共同研究を抱えており　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、当社との研究は後回
　　　　　しにされている。研究成果は来ないのに、研究費だけ取られ
　　　　　る」という指摘もみられます。コーディネータは、研究者が
　　　　過大な負担となっていないか、本当に対応できるのかに注意
　　　　する必要があるでしょう。

，”一一　　く成功例〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・、

働☆灘‡霊鷲㌶驚；欝慧漂難1惣
　　　　リーダーシップを発揮してくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　★B社では、一緒に取り組んだ研究者が、研究室での研究に留まらず見本市　i

　　　　に同行し技緬のアドバイスを行うなど、轄化に向けて熱心に輌組んでi

　　　　くれたこともあって、計画どおり製品化、販売することができました。　　　　i

　　　＜企業の声＞　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　O多忙であっても、「どうせ集まるなら全員にとってプラスになるような会合にし　i

　　　　よう」と積極的な対応をしてくれました。　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　o研究者の反応がすごく遅く凶酬での優先順位が低いようでした．主要なi

　　　　研究テーマから外れていたのかもしれませんが、受けた以上はきっちりやっ　i

　　　　てほしいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　O話をしていて、「論文措くことだけしか頭にないな」と思っ柵究者とは付きi

・　　　合いません。論文を書くことは研究者の仕事であり、大事なことですが、企ノ

　、　　　業と付き合う以上は“それだけ”ではないはずです。　　　　　　　　　／’
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魎　大学内外の推進体制の充実

　大学、企業での担当者を決め推進体制を構築するとともに、

大学内では研究活動の中心となる教授のほかに、「補佐役」と

なる教員や「研究員」としての大学院生・大学生を加え、中心

となる教授の負担を軽減できるよう研究室全体で取り組むこ
とが成功要因の1っとなっています。

禽【解謝
　　　　大学での研究活動の中心となる研究者（先生）は、他の研
　　　究活動や学生の教育などのため、当該研究活動に専念できる
　　　時間を確保しにくい場合があります。研究者の負担を軽減し、

　　　研究活動が円滑に進むようにすることが必要です。

研究者を補佐する教員（准教授等）を
配置したり、企業に相談のうえで研究室
の大学院生、大学生を研究活動に参加さ
せ、研究室全体で取り組むなどが考えら
れます。

fr

態涙　・灘ぷ
ト’ぺ　　　　　，　　　　　　“

讐語蚕巴、

　　　　企業によっては、「研究室の体制を見た上で連携するかどう

　　　か判断する」といった声もあります。

／　　〈成功例〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

働蒜錨霊㌶墓㌫霊籔欝）禦㌶蕊’
　　　院生や大学生も参加して研究体制をつくり、円滑に研究活動を行うことが

　　　できました。

　　　☆B社では、事業実施方法の打ち合わせ段階から、研究室の大学院生にも

　　　　参加してもらい、研究体制を構築し、研究活動当初から目標のぶれなく研

　　　　究を進めることができました。

　　　☆C社では、研究室に事業毎の担当者をつけてもらいました。H報や月報も

　　　　きちんと提出してもらい、真剣に取り組んでもらえたと感じました。

　　〈企業の声〉

　　　○担当する院生が途中で交代（卒業）しましたが、先生の指導で研究内容

　　　　がスムーズに引き継がれてよかったです。

　　　O連携先の選定にあたっては、研究室の体制や、研究に何人割いてくれる

　　　　か、といったところも見て決めます。

　　　○大学、企業とも、窓口を一本化し、責任者を明確したことによって、研究　ノ

＼　　　がスムーズに進みました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
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一明確な事業構想、ビジネスプラン、目標設定

　事業化を目的とした産学連携の出発点として、まず、企業が

明確な事業構想やビジネスプランを持ち、それを踏まえ大学と
企業が適正な研究目標や開発目標を設定することが必要です。

禽【解謝
　　　　事業化を出rrlとして考える場合、事業構想やビジネスプ
　　　ランをもとに、大学と企業とが研究目標や開発目標を設定す

　　　ることになります。そのため、咄発点jである、事業構想
　　　等は明確にしておく必要がありま

す。

　本来企業が得意とする部分です
が、企業の事業構想、ビジネスプ
ランが不十分な場合は、地域の支
援機関と連携した指導が効果的で
す。コーディネータにとって、信
頼できる他の専門家とのネットワ

ークを持っていることが重要にな
ってきます。

涼

／　　〈成功例〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、

③★婁慧㌶禰鑑㌶慧霊竺蕊勤嶽
　　　　事業構想がしっかりとしていました。大学との研究目標の設定も、事業構

　　　　想を踏まえた内容であり、早期に製品化、販売することができました。

　　　★コーディネータとして相談を受けましたが、共同研究が成功して商品として

　　　　売り出すことを考えたとき、製品の長所と売り出し方が見えず、必要な研

　　　　究開発要素の絞り込みができませんでした。そこで、産業支援センターの

　　　　アドバイスを受けさせたところ、本人も気づいていなかった長所・方向性が

　　　　発見され、その方向に沿って必要な研究開発要素を絞り込み、到達目標

　　　　点も明確化することができました。

　　　　〈企業の声〉
　　　08社は、原材料の調達先や、その輸送コストの検討を十分に行わないまま’

　　　　共伺研究に入りました。研究自体はうまくいきましたが、コストや原料調達

・、　　　がネックとなり、今は別の方向で事業化を探っています。　　　　　　　／
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⌒大学の研究活動への企業の係わり方

　共同研究の場合には、大学の研究活動に、企業が積極的に係
わっていくことが必要です。

　大学の研究室等に、企業から社員を派遣し、一緒に研究活動
を行う、研究者が研究室に赴き、意見交換を行う、等が考えら
れます。

　　【解説】

　　　　共同研究の場合、コミュニケーションの中鯉　　　でも特に大切なのが、大学の研究状況の把握
　　　です。大学、企業それぞれが研究を行うため、
　　　相手の研究状況を正確に把握し、すりあわせ
　　　を行わないと、互いの方向性が大きくずれ、
　　　気がついたときには修正不可能な場合があります。
　　　　企業に余裕があり、大学も受入可能であれば、企業から研
　　　究現場に人を派遣することがもっとも効果的でしょう。大学

　　　にも望む声が多くありますし、企業側もOJTとして、社員
　　　の能力向上、ノウハウ習得に役立てることができます。
　　　　派遣が無理な場合でも、緊密に連絡を取り合う、短期間（数
　　　日～1週間程度）だけでも研究室に派遣する、等で、企業が
　　　大学の研究活動に積極的に係わるようにサポートする必要が
　　　あります。大学の研究を大学任せにしない（させない）よう
　　　にする必要があります。

’（⑳　　　〈成功例〉
　　　★A社では、自社で中心となる研究員1名を大学の研究室に派遣し、常時、

　　　　大学の研究メンバーと研究活動を行いました。スケジュール管理、研究活

　　　　動のずれの修正のほか、開発技術の習得ができ、研究終了後、自社で

　　　　の研究開発に大変役立ちました。

　　　★B社では、研究者を長期で派遣するのは難しいので、研究データをこまめ

　　　　にもらうようにし、また、研究状況をメールで頻繁にやりとりしました。

　　　＜企業の声＞

　　　O大学に研究者を派遣したことで、研究ノウハウの習得ができましたし、学

　　　　位を取ることもできました。社員のモチベーション向上にも役立っていま

、　　　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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圃研究者やコーディネータの人脈・ネットワーク

　共同研究では、研究者の持つ人脈・ネットワー一クをいかに活
月ヨできるかが、成功のカギとなる場合があります。

　　　【解説】

　　　　研究が新たな分野に発展する等で、別の知見が必要となった

禽　　　場合や、研究の欠員が生じた場合、健康食品等、多数の事例・
　　　症例を集める必要がある場合等では、その場面ごとに必要な人

　　　員をいかに素早く確保できるかが研究のスピード及び成果に
　　　大きく影響してきます。

　　　　このとき、研究者のネットワークが大きくものを言います。
　　　研究者だけでは確保できない場合は、コーディネータのネット
　　　ワークも活用することになるでしょう。コーディネータの皆さ
　　　んは、日頃から信用できる専門家とのネットワークを構築して
　　　いく必要があります。

コii6T　Zムー－Ztd契約己後のトラr2ル肪止のたθうに

　大学の知的財産部門が整備されてくるにつれて、大学との
契約でトラブルに発展する例が少なくないようです。もちろ
ん、大学にとって必要な権利を主張するのは当然のことです
し、企業の声が正しいとも限りません。ただ、次のような声
があることにも耳を傾け、調整可能なものは取り組んでみて
はどうでしょうか。

〈企業の声〉

（1）研究成果（知的財産）の取扱

　○当社は製品化する予定がないのに、権利化と相応の対価の提供要

　　求を受けたことがありました。事前に大学と知財に考え方を調整

　　し、取扱を決めておけばよかったと思っています。

（2）契約書について
　○研究分野、内容、目的（基礎研究、事業化、生産設備の高度化、

　　等）、実態に合わせて、契約書のモデルを複数提示してもらいま

　　した。中小企業では、知財専門担当者がいないので、非常に助か

　　りました。
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⌒外部評価員による成果評価の実施

　事業化目的の産学連携（特に中小企業）では、一定の研究成
果が出る時期に、マーケティングやビジネスの専門家（大学研
究者でも良い）に外部評価員として、成果を評価してもらうこ
とが有効です。適宜研究開発の方向性を見直すことで、研究成
果の精度の向上を図ることができます。

禽【解説】

　　が有効です。必要な軌道修正を行うことができます。
　　　本来、マーケティングの部分は企業が得意なところですが、
　　研究者がイニシアティブをとって研究を進めている場合や、
　　　中小企業（特に小規模企業）で、研究の方向性について研究

　　者に話がしにくい場合などは、第三者が入り客観的な判断を
　　　してもらうことで、軌道修正が容易となることがあります。

　　　　ただし、第三者の意見を入れることは、研究者の理解が必
　　要不可欠であるため、実施する場合はコーディネータが適切
　　　に仲介することが必要です。

　　　　専門家としては、地域支援機関の専門家の他、大学内の社
　　会系の研究者等を活用した例も見られます。

　　　〈成功例〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

i　　　　外部評価員として、産学連携の成果と方向性を評価してもらうシステム

i　　　　を導入し効果を上げました。

　　　〈企業の声〉

i　　　O当初の方向性とは少し違う形でしたが、研究開発は概ねうまくいきまし

　　　　た。しかし、その方向性では市場性がなく、事業化できませんでした。当

i　　　　社として薪分野進出だったため、方向性の修正は慎重に行うべきでし
…

＼　　　　た。
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⌒囲い込み、訪問活動による積極的な開拓

　産学連携の件数を適正に増加させるためには、従来のPR活
動のほか、対象企業の囲い込みや関係機関との連携、対象企業
訪問によるニーズの把握、シーズの提供、産学連携のきっかけ
づくりなど積極的な産学連携先企業の開拓が必要です。

　　　【解説】

禽　　　産学連携の振興を図り、産学連携の件数を適正に増加させ
　　るためには、産学連携先企業の開拓が必要です。従来から、

　　HPの作成やシーズ集の発行、
技術交流会やセミナー等が開
催されてきましたが、これら
は企業が大学側にアプローチ
して初めて有効なもので、今
まで大学にアクセスしたこと
のない企業からは、「大学が地域の企業を向いているとは感じ

ない」といった声が根強く聞かれます。
　新規開拓のためには、コーディネL・・一・・タが、「企業から大学に

来てもらう（待ち）」だけではなく、「大学から企業に出かけ

ていく（攻め）」姿勢を持っことが重要です。

／　　〈成功例〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

’割★≧ム竺麟㌶竺難慧㌶鷲：≧
　　　　呼び込み、産学連携の対象企業の開拓に効果を上げました。

　　　★B大学では、これまでの産学連携の企業を中心にフtローアップのための

　　　　技術交流会を主催し、新たな課題の発見やその解決に向けた共同研究

　　　　等の展開につなげ、産学連携の実績を伸ばしました。

　　　〈企業の声〉
　　　○例えば企業だけが集まった工業会の集会や研究会に、大学の研究者や

　　　　コーディネータが顔を出して我々と同じ目線で話をしてくれると、地域の企

　　　　業にも関心があるのだと感じます。そういう場があれば、大学関係者にも

　　　　話がしやすいです。
　　　○地域にどういう企業があるのか、研究者も知る努力が必要ではないでしょ

’、　　　　うか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

M



コラム2大学のeeを理解しτ毛らいましょう

　大学はあくまで教育機関であるため、民間の研究所とはどう
しても違うところがあります。

　大学との連携に慣れている企業であれば問題ありませんが、
経験の浅い企業では、理解不足で大学に対し誤解を抱いている
場合があります。それが原因でうまくいかず、産学連携から遠
ざかってしまう企業が出ては大学にとってマイナスです。
　決して後ろ向きの話をしているわけでなく、大学が教育機関
であるゆえにやむをえないものや、長期的には改善すべきこと
でも現状が不十分なものは、素直に企業に説明して理解を得る
ことが必要です。

　次の3つが、よく誤解を受けているようです。見る人から見
れば当たり前のことですが、注意しましょう。

（1）大学にお願いすれば必ずうまくいく

　　「大学の先生」は企業にとって、権威的な存在です。特
　に小規模企業の場合、大学にお願いすれば必ずうまくいく、
　という期待を寄せる場合があります。しかし、「研究」で
　ある以上、失敗はつきものであることを理解してもらう必
　要があります。また、先生任せにしてしまう原因にもなり
　ます。

（2）大学は研究が仕事で、いつでも研究してくれる

　　大学は研究が仕事だから…　　と、民間の研究施設に依
　頼する感覚で研究をお願いされる場合があります。しかし、
　大学の基本はあくまで教育ですので、f学校」としての年
　間スケジュールがあります。
　　夏期休1暇中には研究室の研究生が減りますし、学会が増
　える時期や、入試等もあります。民間企業と同じように、
　一年間同じように活動できるわけではないことを理解し
　てもらう必要があります。事前のスケジュール調整の重要
　性は、ここにも現われています。

（3）大学の先生は市場動向も詳しい

　　大学の研究者はその分野の専門家であり、市場動向にも
　詳しいと思われている場合があります。もちろん、事業化
　に熱心で、市場動向に詳しい方もいるでしょうが、必ずし
　もそうではないことを伝える必要があります。
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皿．ステージ別プロジェクト成功のチェックリスト

　◇産学連携での各ステージとは以下のとおりです。

ステージ1（発芽・誘発段階）

○全体　　　　構想・ビジョン段階
○開発製品等　i企画段階

○販売実績　已し

一s．一

○開発製品等｝技術開発、製品開発段階、試作品

　　　　　　　［なし

　　　　　　　　　」

　　　　　　　匡施計画段階

○開発製晶等　1製造段階、実証実験段階、製品完成

ステージ4（成功段階）
○全体　　　　1販売段階
○膠器発製占晶等　　　1量産段1階

○販売実績　1あり

◇ステージ別プロジェクト成功のチェックリストの見方

まず、該当する現時点のステージからチェックを始め、事業

の進行に合わせ、次のステップのチェックをして下さい。な

お、このチェックリストは産学連携のみではなく、プロジェクト

成功までに必要な項目を網羅したものです。
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〈ステージ別プロジェクト成功のチェックリスト〉

診断 ステージ1 ステージ2
・チェック

項目 発芽・誘発段階 開発段階

Q．事業構想・ビジョンはあるか Q．開発コンセプトはあるか

Q．ビジネスプラン（事業計画）はあるか Q．開発計画はあるか

事業構想 Q．新規性があるか

Q．優位性はあるか

Q．技術シーズはあるか Q．試作品は完成したか

Q．自社の技術力のみで対応可か Q．改良は行なわれたか

技術力 Q．市場ニーズにマッチしているか Q．特許・実用新案は申請したか

Q．特許・実用新案は申請したか （新規技術シーズ）

（既存技術シーズ）

Q．市場ニーズはあるか Q．ターゲットは明確か

Q．選択市場は正しいか Q．製品テストをしたか

市場性 Q．マーケットサイズは適正か Q．類似、競合製品はないか

Q．競合状況はどうか Q．市場変化に対応したか

Q．社会適合性はあるか Q．事業計画の検証はなされたか

Q．長期的な取り組みが可能か

実現可能性

Q．必要な人員、人材はいるか Q．開発体制は確立したか

Q．開発設備、場所はあるか Q．開発資金はあるか

経営力 Q．概算資金はあるか Q．工程管理、進捗管理はできて

Q．公的支援施策は活用するか いるか

Q．売上、利益見通しの妥当性は

14



診断 ステージ3 ステージ4
・チェック

項目 事業化段階 成功段階

Q．製造計画はあるか Q．詳細な実施計画はあるか

Q．販売計画はあるか Q．実施のタイミングは良いか

事業構想

Q．安定した製品が完成したか Q．一定品質で製造納入できるか

Q．改良は行なわれたか Q．技術サポートはできるか

技術力 Q、PL対策はされたか

Q．テストマーケティングはしたか Q．競合対策はできているか

（テスト販売等） Q．計画と実績は適正か、対策は

市場性 Q、販路はあるか Q．ユーザーの評価・対応はできて

Q．販売促進ツールはあるか いるか

Q．投資回収効率等は検証したか Q．事業を安定継続できるか

（原材料確保ほか）

実現可能性

Q．製造体制は確立したか Q．販売、営業体制は確立したか

Q．事業化資金はあるか Q．運転資金はあるか

経営力 Q．工程管理、進捗管理はできて Q．必要在庫管理はできているか

いるか Q、増産への対応は可能か
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N．成功事例

　ここまで見てき．た成功要因を踏まえ、産学連携の目的

別に成功事例を紹介していきます。

〈新規産業の創出〉

○製品名　　　　　とうふすていしょん（家庭用豆腐製造機）

○企業名　　　　　有限会社田中珍味（福岡県北九州市）

○大学名　　　　　福岡工業大学

○取り組みの経緯大豆の加工に関する案件を持っていた福

　　　　　　　　岡工業大学のモノづくりセンターの職員

　　　　　　　　と家庭用豆腐製造機の開発を考えていた

　　　　　　　　（有）田中珍味の社長とがある展示会で出

　　　　　　　　会い、意気投合し共同研究が始まり、平成

　　　　　　　　16年10月に発売されました。成功の要因
　　　　　　　　としては、製品化に向けての（有）田中珍

　　　　　　　　味の社長の強い熱意、しっかりとした事業

　　　　　　　　構想、大学と企業との緊密なコミュニショ

　　　　　　　　ンなどがあります。

○開発製品の概要　「とうふすていしょん」は、家庭用豆腐製

　　　　　　　　造器で、マイコンを内蔵の温度センサーと

　　　　　　　　連動させた温度制御システムにより、従来

　　　　　　　　製法に比べ均一な豆腐を製造することが

　　　　　　　　できるのが特徴です。

　　　　　　　　500g（約1．5丁）～最大1，0◎Og（約3丁）

　　　　　　　　の豆腐が約12分でできます。
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〈既存事業の高度化〉

○製品名

○企業名

○大学名

○取り組みの経緯

○開発製品の特徴

麦焼酎　吟蒸（ぎんくん）

福徳長酒類株式会社（東京都）

九州産業大学

平成17年度から九州産業大学と福岡県工

業技術センター生物食品研究所が共同研
究を行い、味と香りに優れた酵母が開発さ

れました。平成19年度には、これまでの
研二究をさらに進め、清酒の研究を行なうた

め大学で清酒造免許取得し、平成20年度

は福岡県内に研究所を持つ福徳長酒類
（株）が加わり、3者による製品化に向けて

の共同研究を行い、平成20年10月には「吟

薫」が福徳長酒類（株）から発売されまし

た。成功の要因としては、大学の研究に対

する熱意のほか、大学と企業が以前から地

域の研究活動のネットワークでお互いの
ことをよく知っており、共同研究を始める

きっかけが得やすかったことなどがあり
ます。

麦焼酎　吟蕪（ぎんくん）は、酵母を使い、

味成分にすぐれている吟醸香薫る華やか

でフルティーな味が特徴です。

「麦焼酉寸　　P今薫」

720m］
鱒、

．5整ご三
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〈他から産業移植〉

○製品名

○企業・名

○大学名

○取り組みの経緯

○開発製品の概要

ステップウェル2

コンビウェルネス株式会社（東京都）

福岡大学

福岡大学が研究開発した運動プmグラム

（fにこにこステソプ運動」。音楽に合わ

せ、自分のペースで踏み台を昇り降りす

る運動で、中高齢者σ）健康増進から生活

習慣病予防・改善、スポーツトレーニン

グへの応用までできる運動）を行うため

の機器（踏み台）を、以前から付き合いの

あったフィットネス機器開発販売のコン

ビウェルネス（株）が福岡大学と共同研究

で製品化し、平成15年度に発売しました。

成功要因としては、優れた大学の技術シ

ーズ、説明書の監修もするなど大学側の

熱意、業界を周知した企業のマーケティ

ングカなどがあります。

「にこにこステップ運動」のための踏み

台。体力に応じて調節でき、中高齢者の

健康増進から生活習慣予防・改善、スポ

ーツトレーニングまで応用が可能。

「ステップウェル2」

　　　　豊

［illfl］ill　・8
　ス予ヴジウェル・2

　　中高齢肴の健康増遣から
　スボーツトレーニングへの応用まで

一娑べ〉
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〈既存事業の高度化〉

○製晶名

○企業名

○大学名

○取り組みの経緯

○開発製品の概要

フジ抗Hレクチン

富士化学株式会社（大阪府大阪市）

宮崎大学

宮崎大学の研究により、ゴー一ヤ種子抽出

物中にヒト0型赤血球（H抗原）を強く認

識するレクチンが含まれることが判明し

ました。そこで、宮崎沖電気（株）、富士

化学（株〉および（独）科学技術振興機構と

共に共同研究を行い、平成18年10月に
fフジ抗1｛レクチン」が発売されました。

成功要因としては、優れた大学の技術シ

ーズと強いリーダーシップなどがありま
す。

特徴は、微量血痕からのH抗原の検出に

おいて優れた性能を有する血液判定試薬
です。

「フジ抗llレクチン」

フジ抗Hレクチン
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〈既存事業の多角化〉

○製品名

○企業名

○大学名

○取り組みの経緯

○開発製品の概i要

緩まないボルト・ナット「スーパーシリーズ」

大喜工業株式会社（福岡県北九州市）

九州工業大学

大喜工業（株）は自社の製品開発のため、

平成12年から地元での産学連携の実績が

多い九州工業大学の産学官連携コーディ

ネーターの全面的な協力よる研究体制の

構築と大喜工業（株）の社長の強い情熱に

製品化に成功し、平成14年10月に発売
しました。なお、本製品が早期に事業化

できた要因には、以前から求められてい

たものであることや、環境や安全にかか

わる分野であることなどニーズが強かっ

たことなどがあります。

特徴は、上部と下部ねじに位相差を設け

機械的にロックする仕組みで、100万回の

振動でも緩まず、締付け不足でも落下せ

ず、繰り返し使用が可能であることです。

緩まないボルト・ナットfスーパーシリーズ」
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〈既存事業の高度化〉

○製品名

○企業名

○大学名

○取り組みの経緯

○開発製品の概要

Spy－LHP　（過酉奏イヒ月§質｝則定試薬）

株式会社同仁化学研究所（熊本県益城町）

九州大学

（株）同仁化学研究所は、研究試薬分野関

連市場を開拓するため、2004年から組織

対応型連携（教員個々のレベルではなく、

大学全体として組織的に運営し、開発を

行うもの）を開始し、九州大学の分子情

報化学創製リサーチコアの研究成果を試

薬として実用化することを進めてきてい

ます。これまでに、過酸化脂質測定試薬

を”Spy－LIIP”という製品名で商品化し、

2008年4月より販売しています。成功要

因としては、大学全体としての組織的な

研究開発体制、大学の技術シーズのほか、

市場動向を捉えた企業の先見性ある事業

構想があります。

過酸化脂質測定試薬。生体試料への光ダ

メージが少なく自家蛍光物質の影響が軽

減されるなどの特徴がある。

rSpy－LHPj

Spy－LHP（左）及びその醸化体（右｝の籔光変化写良

2†



V．九州イノベーション創出促進協議会のご紹介

九州イノベーション創出促進協議会（KICC）は、九州地域の大

学・高専や公的試験研究機関、産業支援機関、経済団体等で構成

され、相互に連携・協働して九州地域におけるイノベーション創出に

向けた取り組みを実施する組織です。九州では、60機関が参加し

ています。事業内容は以下のとおりです。

　データベース構築と

オープンリソース化の推進

宮開放試験研究機器のデータ

ベース化を行い、広く企業等の

方々にご紹介します。

　　　・N：s一

轡．＼
　　　　＼
き

　　　〆／愁…、p’

　　　　／’

＼∵

馨鋤

　ノ！

／ノ鱒　

＼一難，‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／㌧一1騨②竃籍誓葦導芦碧　轡

竃羨加蜘初、ワー．　鯵翻
を確たるものにし、地域における新事業・薪産業創出基盤を強化します。

cr九州の牽引産業等として期待される3つの分野に分科会を設置し、分科

会での研究活動等を通じたネットワークの強化を進めます。

【三分野】半導体関連分野、自動車関連分野、食品・バイオ分野

③地域企業の技k的≡題に対　る

　ワンストップサー一ビスの実現

trコーディネータが、参加機関と連携して、組織の垣根を越えたワンストップ

　サービスを実施します。

④評価・分析手法の　立に向けた共。　究の実
一Si’ O分野のうち、地域ニーズを踏まえた共通的な技術課題に関して、評価・

分析手法の確立に向けた参加機関による広域的な共同研究を実施し、そ

の成果をマニュアル化します。

（お問い合わせ先）

九州イノベーション創出促進協議会（KICC）事務局
　（財）九州産業技術センター　電話092－－432－－5807

　（独）産業技術総合研究所九州センター　電話0942－81－3605

詳しくは、ホームページをご覧ください
　　　　　　　9’httP：／／kico．kitec．or．jp／index．ht旧1
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VI参考資料
（1）公設試験研究機関一覧

公殴試名称 所在地 電話番号

福岡県工菜技術センター 福岡県筑紫里予市上古］没3－2－1 092’925－7フ2｜

福岡県水産海洋技術センター 福岡県福岡市百区今津11引一1 092－806－0854

福岡県森林林菜技術センター 緬岡県久留米市山本町盤1ヨ同38－2 0942－45－7870

福岡県農菜総合試験場 福岡県筑紫野市大字吉木587 092－924－2936

独立行政法人新エネルギー産案技術総合㈱発研究提構九州支部 福岡県福岡市博多区博多駅束3－3－3 092P411－7831

独立行政法人科学技術振興機構研究成果活用プラザ福岡 福陶県福筒市早良区百道浜3－8－34 092－851－8169

佐賀県林菜試験培 佐賀県佐賀市大和町大字池上3408 0952－62－0054

佐賀県工菜｝支術センター 佐賀県佐賀市鍋島町八戸溝｜14 0952－30－9398

佐賀県玄羨i水産振興センター 佐賀県恋津市漕房6づ948－9 0955－74－3021

佐賀県立九州シンクロトロン光研究センター 佐賀県鳥栖市弥生が丘8－7 0942－83－5017

佐賀県畜産試験場 佑…賀県武雄市U」内日丁宮野23242－2 0954－45－2030

佐賀県有明水産振興センター 佐賀県小城市芦刈町永〔ヨ2753－2 0952－66－2000

佐賀県果樹試験堪 ｛左鍵t県ノ」、城蒼f’」、城町口青気字寺旨三甫91 0952－73－2275

佐賀※ヌ1築技術センター 佐貿県西松浦郡有iヨ町繰牟臼丙3037－7 0955－43－2185

独立行政法人産…震技術総合研究所九州センター 佐賀～P」馬栖了E「宿町807－1 0942－8｛－3600

長崎県総含水産試験場 長培県長崎市多以良町1551－4 095－85D－6293

長崎県面産試験培 長商県島原市孝『明町湯江丁3600 0957－68－1135

長崎県総含農林試駿培 長崎県錬早〒…］∫貝；率町3118 0957～26－3330

長崎県工…疑技術センター 長崎県大村市池田2－1303－8 0957－52－1茎33

長崎県果轡試験培 長崎県大村市鬼梧町1370 0957－55－8740

長崎県窯茎技術センター 長蟻県束彼杵郡波佐見町稗木場郷605－2 0956－85－3140

独立行政法人水産総合研究センター西海地区水産研究所 長崎県長崎市多以良町1551－8 095－860－1600

独立行政法人種苗管理センター 長崎県雲｛山市王嵩穂日丁百類1戊1494－35 0957一η一2｜00

熊本県産菜｝支術センター ∫「窓本県fl艮本行丁束日丁3－11－38 096－368－2】01

熊本県林某研究指導所 熊本県熊本市黒髪8－222－2 096－339－2221

｝限本県農菜研究センター 熊奉県合志市栄3801 096－248－6411

熊本県水産研究センター 熊本県上天草市大矢野町中245〔｝－2 0964－56－5111

独立｛預法人農菜・生物系特定産栗｝錨湖究樹軌州沖縄農栗研究センター 熊本県合志市須屋2421 096－242－1150

独立行政法人森林総合研究所九州支所 熊本県債本市黒髪4－1H6 096－343－3168

独立行政法人家畜改良センター熊本牧堪 熊本県玉名市4黄島自丁共栄37 0968－84－3660

独立行政法人材木育種センター九州育種培 臓本県合志市須屋232〔卜5 096－242－3151

大分県産薬科学技術センター ×分県×分市高江亘§1－436HO 097－596－7100

大分県農枯水産研究センター 大分県大分市大手町3－1－1 0田一506－3568

宮崎」駐工菜技術センター 宮覇県宮均市佐±原町支上那璃1650D－2 0985－74－43”

宮崎県食品開発センター 宮埼県宮時市佐土原町東上那珂16500－2 0985－74－2060

宮崎県総合農菜鼠験場 宮崎県宮崎市佐土原町下那5｝5805 0985－73－212｜

宮崎県水産試験場
宮止萄県巨葺崎市苦i「島6－16－3 0985－65－151：

宮崎県面産試験場 宮崎県西諸県郡高原町大字広原5066 0984－42－1122

宮崎県林菜技術センター 宮崎県災臼杵邸葵i田町函郷区田代156国 0982－66－2888

鹿児島県農菜開発総含センター 鹿児垂も県南さつま市会峰田丁大野2200 099－245－1081

鹿1児島県水産技術開発センター 鹿児烏県指宿市岩本宇高日上160－10 0993－27－9200

鹿児回｝県工…終技術センター 鹿児島県霧島市隼人町小田1445－1 0995－43－51言1

鹿児島県大島紬技術指導センター 鹿児島県奄妾市名瀬浦上町48－｜ 0997－52－0068

鹿児島県森林技術総合センター 鹿児島県始良郡蒲生町上久億182パ 0995－52－0074

医薬基盤研究所菜用植物資源研究センター 匿児島県熊毛郡【P填子町野m松原山1？oo7－2 0997－27－0142
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（2）九州地域の大学一覧

学校名称

【福岡県】

九州大学

九州工業大学

福岡教育大学

北九州市立×学

九州歯科大学

福岡県立大学

福岡女子大学

九州共立大学

九州国際大学

九州産業大学

九州情報大学

九州女子大学

久留米大学

久留米工業大学

産菜医科大学

西南学院大学

西南女学院大学

福岡経済大学

第一薬科大学

筑紫女学園大学

東和大学

中村学園大学

西日本工i業大学

福岡大学

福岡工菜大学

福岡国際大学

福岡歯科大学

福岡女学院大学

九州栄養福祉大学

日本赤十宇九州国際看護大学

早稲田大学情報生産システム研究科

近畿大学産業理工学部

福岡医療福祉大学

北九州工菜高等専門学校

久留米工菜高等専門学校

有明工業高等専門学校
【佐賀県】

佐賀大学

西九州大学
【長崎県】

長崎大学

長崎県立大学シーボルト校

長崎県立大学

学校名称

活水女子大学

長崎国際大学

長崎純心大学

長崎総合‡斗学大学

長崎外国語大学

長崎ウエスレヤン×学

佐世保工業高等専門学校
【熊本県】

熊本大学

熊本県立大学

九州看護福祉大学

九州東海大学

九州ルーテル学院大学

熊本学図大学

尚綱大学

崇城大学

平成音楽大学

熊本保健科学大学

熊本電波工業高等専門学校

八代工業高等専門学校
【大分県】

大分大学

大分県立看護科学大学

日本文理大学
男i］府大学

立命館アジア太平洋大学

大分工業高等専門学校
【宮崎県】

宮崎犬学

宮崎県立看誕学校

宮崎公立大学

九州保健福祉大学

南九州大学

宮崎国際大学

宮崎産業経営大学

都城コニ業高等専門学校

【鹿児島県】

鹿児島大学

鹿屋体育大学

鹿児島国際大学

me！　st純心女子大学

志學館大学

第一工業大学

鹿児島工業高等専門学校
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〈お問い合わせ先〉

経済産業省九州経済産業局
地域経済部　産学官連携推進室

T812－8546
福岡市博多区博多駅東2－11－1

TEL　O92－482－5510
URL：ht宅P：／／www．　kyushu．　meti．go．　jp／


